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＜Campusmate-J における各科⽬区分ごとの合計修得単位数の表⽰について＞ 

“成績照会”の“GPA を⾒る”からご確認ください。 
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【基幹教育科⽬】 

1. 第１外国語（英語）の「専⾨英語」（必要数２単位）については、「学術英語・上級」「学術
英語・集中演習」の単位でもカウント可能。 

2. 理系ディシプリン科⽬の選択必修科⽬①と②は以下のいずれかの組み合わせで修得が必要。 
また、いずれかの組み合わせ以外の余剰分は基幹教育科⽬の“その他”区分にのみカウント可能。 

 
3. 理系ディシプリン科⽬の選択必修科⽬③のうち、⼊学年度の所属コースの履修細⽬⼀覧に記載が

ない科⽬は、基幹教育科⽬の“その他”区分にのみカウント可能。（例）「⽣命の科学」 など 
4. “その他”区分の最低修得単位数も必ず満たす必要がある。 

具体的に基幹教育科⽬の“その他”区分にカウントできる単位は以下のとおり。 
 *１基幹教育科⽬の各科⽬区分の最低修得単位数の余剰分 
  （例︓⽂系ディシプリン科⽬の最低修得数が４単位の場合で、６単位を修得している場合、 
   余剰分の２単位を、この基幹教育科⽬の“その他”区分にカウントできる） 
 *２芸術⼯学部他コースのコース基礎科⽬・コース専⾨科⽬・コース演習科⽬(PBL) 

（※他コースのコース基礎科⽬は、Campusmate-J 上では「(芸)専攻教育科⽬」と記載されます） 
 *３他学部の専攻教育科⽬ 
また、*2 と*3 でカウントして最低修得単位数を満たしている場合は、基幹教育科⽬の修得単位
数が 48 単位以下でも、卒業要件のうち基幹教育科⽬の修得単位数は満たしたものとみなされる。 

5. 基幹教育科⽬の“その他”区分の以下のグレー網掛け部分の読み⽅について 
（例︓以下の画像の表⽰の場合） 
基幹教育科⽬の“その他”区分にカウントできる科⽬のうち、⾼年次基幹教育科⽬以外の２単位が必
要。（⾔い換えると、４単位全てを⾼年次基幹教育科⽬でカウントすることはできない。） 
※単位数の内訳等は各⼊学年度の所属コースの記載を参照すること。 

 

（例︓以上の画像の表⽰の場合、基幹教育科⽬“その他”区分にカウントできる科⽬の OK 例・NG 例） 
① OK 例 
・⾼年次基幹教育科⽬の最低修得単位数は「サイバー空間デザイン」（2 単位）でカウント済み 
・基幹教育科⽬“その他”区分として以下をカウント 

⾼年次基幹教育科⽬最低修得単位数余剰分の「⾳楽・⾳響論」（2 単位） 
⽂系ディシプリン科⽬必最低修得単位数余剰分の「⽂化⼈類学⼊⾨」（2 単位） 
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② NG 例 
・⾼年次基幹教育科⽬の最低修得単位数は「サイバー空間デザイン」（2 単位）でカウント済み 
・基幹教育科⽬“その他”区分として以下をカウント 

⾼年次基幹教育科⽬最低修得単位数余剰分の「⾳楽・⾳響論」（2 単位） 
⾼年次基幹教育科⽬最低修得単位数余剰分の「社会包摂とデザインＡ」（1 単位） 
⾼年次基幹教育科⽬最低修得単位数余剰分の「社会包摂とデザイン B」（1 単位） 

【専攻教育科⽬ コース基礎科⽬】※⾳響設計コースを除く 

以下で⽰されている“学科⼀括⼊試⼊学者⽤科⽬”は、学科⼀括⼊試で⼊学した学⽣のみ２年次以
降の所属コースのコース基礎科⽬としてカウントされ、⼊学時から芸術⼯学部５コースのうちいずれかに
所属する学⽣は、この記載の中の科⽬については、所属コースのコース基礎科⽬にはカウントできない、
ただし、卒業要件としては基幹教育科⽬の“その他”区分にはカウントできる。 
（例）2026 年度⼊学⽣ 環境設計コースの場合 

 

【専攻教育科⽬ 深化・展開科⽬】 

深化・展開科⽬の「⾃コース専⾨科⽬」及び「⾃コース演習科⽬（PBL）」の単位は、所属コース各科
⽬区分の卒業要件単位を超えて修得した授業科⽬の単位の合計。デザインリテラシー科⽬、コース基
礎科⽬の余剰分はカウントできない。他コース基礎科⽬である、「(芸)専攻教育科⽬」もカウントできな
い。この深化・展開科⽬の要件も必ず満たす必要がある。他コースの専⾨科⽬・演習科⽬(PBL)のうち
〇単位以上の記載も必ず満たすこと。 
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＜臨時開設科⽬について＞ 

臨時開設科⽬の科⽬区分については、Campusmate-J の成績照会から確認ください。臨時開設科
⽬は臨時で開設されるため、学⽣便覧に科⽬名の記載はありませんが、その科⽬区分の単位として卒
業要件にカウントすることが可能。※ただし、所属コースによっては科⽬区分毎の最低修得単位数が定
められている科⽬のまとまりがありますが、そちらにはカウントできません。（例）2026 年度⼊学環境設
計 コ ー ス の 場 合 、 以 下 に 記 載 さ れ て い る ４ 科 ⽬ の う ち ２ 単 位 以 上 修 得 が 必 要 な ど 。

 
 

以下は、2025 年度未来構想デザインコース⼊学⽣のみ対象です。 

【専攻教育科⽬ コース基礎科⽬】 

2026 年度 2 年⽣ガイダンスでも説明があったとおり、コース基礎科⽬は以下の表と、「フィールドワーク論」
（臨時開設科⽬）の修得した 10 単位が必要。 

 


